
令和８年度

公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

発掘調査職員　募集案内

埼玉を 「掘る」

という選択肢

・採用試験

一次選考(SPI3) 令和８年９月15日(火)

～９月25日(金)

一次選考(論文等) 令和８年９月27日(日)

二次選考(面接等) 令和８年10月18日(日)

・受験申込

令和８年９月４日(金)必着

詳細は、受験案内及びHPをご確認ください。

HP: https://www.saimaibun.or.jp/

試験概要

○ 給与

・初任給 約249,300円（地域手当を含む）
※新規大卒者を基準とした額。一定の経歴がある場合、経歴に応じて加算。

・手当

扶養手当

（子13,000円/人（特定年齢の子は5,000円/人を加算））

住居手当（28,000円上限）

通勤手当（76,480円上限）

期末・勤勉手当（年２回 年間4.65月分）等

○ 勤務時間

・勤務日 月曜日から金曜日まで

（土曜・日曜・祝日休みの完全週休２日制）

・勤務時間 ８時30分から17時15まで

（休憩時間12時から13時まで）

○ 休暇

・年次休暇 年20日（4月1日採用の場合は15日）

・他の休暇 夏季休暇５日、子育て休暇 等

※令和８年４月１日現在

○ 研修

・職場内での職員研修

・埼玉県職員研修・学芸員研修参加

・埼玉県の埋蔵文化財保護行政に関する講習

・文化庁埋蔵文化財保護行政に関する講習 等

○ 資格取得

業務に必要な各種作業主任者・技能講習等

○ 研究助成

「考古学・埋蔵文化財に関する職員の研究」や

「仕事にかかわりのある調査」等を助成・支援

設立日 昭和55年（1980年）４月１日

出資者 埼玉県

基本財産 1,000万円

職員数 47名

組織の概要

勤務条件 人材育成



Ｑ１ 埼玉県埋蔵文化財調査事業団を志望した理由を教えてください

発掘や考古学が好きで、地元である埼玉で埋蔵文化財に携わる仕事

がしたいと考えたからです。

その中でも、事業団の現場で補助員（※）として発掘作業に従事し

た経験から、調査員として働きたいと思うようになりました。

※埋蔵文化財の発掘調査の補助業務に従事する臨時職員

Ｑ２ 仕事のやりがいや現場で心掛けていることはありますか

同じ現場の先輩や補助員の皆さんと力を合わせて、遺構の調査を終

了した際は、大きな達成感が得られます。

そのためにも、先輩と意見を出し合ったり、掘っている補助員の

方々の意見を聞きつつ自分の意見を伝えたりするなど、コミュニケー

ションを欠かさないことを意識しています。

Ｑ３ これからどのような職員になりたいですか

専門性と事務能力を兼ね備えた職員になりたいです。

職場の先輩や上司は、それぞれの分野の専門性が高く、調査や研究を進める中で悩んだ時は相談に乗っ

てもらえます。また、現場の計画の立案や、運営するために必要な事務能力を持っています。

これからは、自分が学んできた縄紋時代について専門性を高めるとともに、安心して現場を任せてもら

える事務能力を持った職員になれればと考えています。

採用２年目

調査部調査第二課

奈良部 大樹 主事

私たちは、何事にも興味を持って絶えず探究できる人を求めています。


